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スピノザに対するハイデガーの態度は、終始、冷淡なものであった。そもそも、滅多にスピノザに言及しないし、稀に言及する場合であっても、とおりいっぺんの紋切り型といってよい理解が、味気なく提示されるのみだったりする。頑迷固陋な何らかの偏見が、スピノザのテクストの生産的な読解の可能性から、ハイデガーを遠ざけていたように思われる。しかしながら、そうした事実的な問題からはとりあえず独立に、ハイデガーの思想内容自体をいわば虚心に点検してみるならば、彼を動かしていたらしい根源的直観とスピノザ哲学との親近性について、まずはラフに語ってみることも許されるように思われる。
たとえば、懐疑から始めるデカルト的な哲学の動機から距離をとりつつ、現実のもつリアルな力を必然的なものとしてそのまま承認することから出発して、その必然性の総体の構造を見きわめようとする態度。それは、「常に既に」生起している「アプリオリな完了態」としての世界内存在の構造を分析することを基礎存在論の課題とした『存在と時間』を導いた基本的なモチーフであったとは言えないだろうか。その後の「形而上学」構想に引き続いた独特の「形而上学」批判も、畢竟、「真理」あるいは「自然」のもつ必然的な力のうちに身を置くことの哲学的表現を模索した過程に他ならなかったと考えられるかぎりにおいて、本来、ハイデガーには、「必然主義」の哲学者スピノザを等閑視する理由などなかったようにも思われる。
けれども、そうした一定の親近性にもかかわらず、やはり、ハイデガーには、スピノザとは異質な哲学的直観、別言すれば、あのスピノザ的知性の直截さに達することを自らに許すことのできない内的な理由があったとも思われる。われわれは、ハイデガー哲学の核心を規定していた、ある癒やしがたい「ニヒリズム」の本質について考えてみたい。
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